
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六ヶ所村立尾駮小学校  
令和４年度第５号  

令和４年９月 20日（火） 

TEL 72-2016 

１０月の主な行事
等 

9/6（火）農業青年協議
会のみなさんの協力のもと
1，2年児童がキャベツの収
穫を体験。その大きさと数
の多さに驚いていました。
仕事の大変さと収穫の喜
びを体験できる貴重な機会
となりました。 

困っている相手を思いやることができる優しい子に！ 

 校長 秋 戸 彩 史 

９月に入り、これから本格的な台風のシーズン

がやってきます。この三連休、日本に上陸した台

風１４号では六ヶ所村には大きな被害の報道はあ

りませんが、これからの季節は、天気情報に気を

配り、いざというときに備えた行動がとれるよう

に準備を進めておきたいものです。 ２０１９年

１０月の台風１９号（青森県にはそれほど大きな

影響はありませんでした）の際には記録的な大雨

となりました。特に、静岡県や関東地方、甲信越地

方、東北地方などで記録的な大雨となり、甚大な

被害をもたらした。また、この台風は、昭和 54年

台風第 20 号以来、40 年ぶりに死者 100 人を越え

た台風となりました。 

この台風の影響で、 

洪水や土砂に襲われ 

亡くなった者が続出 

しました。死亡した 

際の状況が判明した 64 人を分析したところによ

ると、住宅内で水や土砂に襲われ死亡したのは 27

人で 4割超を占め、少なくとも 3割近い 17人が車

での移動中に死亡したとされています。 

まずは、「自助」が大切です。自分が生活してい

くうえで最低限必要なものは日頃から自宅に備蓄

して持ち出せるようにしておくことが大切です。 

そして、お互い不足分を補って助ける「共助」で

す。 

最後は「公助」です。ライフラインが機能しなく

なれば、当然、地域の皆さんは避難所や公的機関

の助けを受けなくてはならなくなります。しかし、

我々が意識しておきたいのは「公助」は「共助」や

「自助」のうえに成り立つものであることです。 

先人は我々にメッセージを残しています。  

「備えあれば 憂いなし」 

日頃からの心の備えも忘れずにご家庭での準備

もお願いします。 

台風・豪雨災害について学ぼう 

気象情報に注意しよう 

台風や豪雨などはその襲来時期や規模、被害の程度などの予

想が可能です。 

台風や大雨が近づいたら、気象情報に十分注意し、適切な対

応をしましょう。 

台風の年間平均発生数 

発生数の平均は年間約 28 個。そのうち日本に上陸するのは

平均約 3 個で、夏の終わりから秋の初めにかけて多く発生し

ます。進路の左側より右側の方が強風になりやすいため被害

が大きくなることが予想されます。 

集中豪雨に要注意を 

狭い地域に限られ突発的に降るため、その予測は比較的困難

であり、中小河川の氾濫や土砂崩れ、がけ崩れなどによる大

きな被害が予想されます。 

台風の大きさと強さ 

台風の大きさは「風速 15m／s 以上の半径」、強さは「最大

風速」で表されています。 

１．台風の大きさと階級分け 

大型（大きい） 

⇒風速 15m／s 以上の半径が 500km 以上 800km 未満 

超大型（非常に大きい） 

⇒風速 15m／s 以上の半径が 800km 以上 

２．台風と被害 

風速 10m／s  

⇒風に向かって歩きにくくなる。取付けの不完全な看

板やトタン板が飛び始める。 

風速 15m／s  

⇒風に向かって歩けない。ビニールハウスが壊れ始め

る。 

風速 20m／s  

⇒しっかりと体を確保しないと転倒する。鋼製シャッ

ターが壊れ始める。 

風速 25m／s  

⇒屋外での行動は危険。立っていられない。樹木が根こ

そぎ倒れ始める。 

風速 30m／s  

⇒屋根が飛ばされる。木造住宅の全壊が始まる。 

本校ではプルタブやペットボトルキャップを集めて

います。夏休み前には地域の匿名の団体からたくさ

んのプルタブを頂きました。今まで貯めていたもの

を合わせて重さを量ったらなんと 115㎏！肥料袋

13個分のプルタブを寄付することができました。ご

協力いただいた皆様、ありがとうございました。 

プルタブ回収１１５ｋｇ！ 

一中職場体験・保健大教育実習 受け入れ 

こころが元気になる教室 心のバリアフリー教室 

職員による読み聞かせ 

１ 土 
おぶちこども園運動会 

 ※雨天時本校体育館使用 

３ 月 
読み聞かせ(森のくまさん) 

前期通信票配付日 

6 木 Q-Uテスト、５年着衣水泳 

７ 金 避難訓練(不審者対応) 

８ 土 英語検定(中央公民館) 

１１ 火 
全校４時間授業() 

掃除班変更 

１２ 水 校内マラソン大会 

１３ 木 ２年校外学習(浅虫水族館) 

1４ 金 マラソン大会予備日、５年稲刈り 

１５ 土 PTA３学年親子レク(村郷土館) 

１７ 月 

１８ 火 
委員会活動、PTA環境奉仕作業 

PTA総務委員会、５年稲刈り 

２０ 木 ４年校外学習(クリンペアはまなす) 

2１ 金 PTA秋祭り前日準備 

2２ 土 
出校日、PTA秋祭り（もちつき会、津軽

三味線鑑賞会） 

２４ 月 交換休業（秋祭り） 

２５ 火 クラブ活動 

２６ 水 集金引落日 

２８ 金 村内作品展～３０日 

２９ 土 村民文化祭～３０日 

３１ 月 いじめアンケート 

 

【Englishシール

コンテスト】 
 

読書を通じて思いやりの心

を！職員による読み聞かせを行

いました。題名と場所で希望を

取り、選んだ場所に行くと読む先

生が分かるという、ちょっとわく

わく感がある企画です。次回は

冬休み明けです。 

昨年度から４年生で実施している「ここ

ろが元気になる教室」では、臨床心理士

の瀧澤先生、音楽療法研究会の佐々木

先生から自分や相手を大切にすることや

気持ちを伝え合うことの大切さを様々な体

験を通して教えていただきました。 

５年「心のバリアフリー教室」では村福

祉課の方やかけはし寮の小泉さんから、

障がいとその支援について、手話で対話

したり点字を触ったりして体験的に学ぶこ

とができました。 

実施中です！ 

27日まで 

【校内タイピングコ 

ンテスト】 
 実施中です！ 

21日、29日の 

あと 2回 

         10月 22日(土)は出校日となり、全校児 

童で「もちつき会」と「津軽三味線鑑賞

会」を行います。縮小した形ですが、3年ぶりの開催ですので子供

たちのよい思い出になると思います。総務委員会を中心に 39名の協

力者で計画を進めていきます。24日(月)は交換休業日となりますの

で、ご家庭での過ごし方についてご指導をお願いいたします。 

ＰＴＡ秋まつり 

将来の職業選択に向けて 9/7

～8の 2日間、第一中学校の４

名が職場体験を、9/12～16には

青森県立保健大生 1名が教育

実習を行いました。いずれも尾駮

小の卒業生なので、子供たちに

とっても将来について考える良い

きっかけになったと思います。 

栄養教諭をめざす保健大 
木村華江さん 


